危機の現状とその背景

（１）危機の現状
ア　環境危機の進行
上述したとおり、環境問題の構造が変化したにもかかわらず、それに対する対策や国民意識の変化は遅れている。この構造の変化への対応の遅れが蓄積した結果、地球温暖化問題やオゾン層破壊の問題に見られるように、人為的な活動が環境に与える影響は全地球的な規模となった。このような状況が明らかになるにつれ、このままでは人類だけでなく、地球上の生物全体の生存基盤が失われかねないという認識が国内外で高まってきた。
例えば、環境問題に取り組む研究者、NGO関係者ら有識者約3,200人を対象に(財)旭硝子財団が行っている調査では、平成4年から毎年、地球環境の悪化による危機を時刻で表す環境版「危機時計」の質問をしている。12時を環境悪化による地球滅亡の時刻とし、3時から6時を「少し不安」、6時から9時を「かなり不安」、9時以降を「極めて不安」と分けているが、平成8年には、前年から24分進み、9時13分と危機感が広がっていることを示している。
また、国連環境計画(UNEP)が平成9年1月に発表した地球環境概況報告においても、地球環境は過去10年間悪化の一途をたどっており、すべての地域において、重要な環境問題は各国の社会経済構造に深く影を落としたまま未解決となっている、としている。
イ　環境問題の現状
近年、環境問題が広範化・深刻化しており、人類が地球に与える負荷が増大していることから、現状のまま推移すると、人類のみならずすべての生物の生存基盤である地球環境のバランスが崩れるおそれがある。具体的には次のような問題が指摘される。
(ア)　地球温暖化、オゾン層の破壊、酸性雨などの地球環境問題

(イ)　都市生活型公害や廃棄物処理の問題

(ウ)　有害な化学物質による環境汚染
(オ)　自然環境の荒廃と生物多様性の喪失
ウ　何が危機なのか
この「環境危機」の現状を心配する声に対して、「それは知っているが、だからといって何が困るのか。」という反応があるかもしれない。地球が温暖化すれば寒い地方にも快適に住めるようになるだろう、罪のない野生動物が滅びていくのは気の毒だが、しかたがないのではないか、そもそも、今の我々の生活にこれといって大きな差し障りが生じていないではないか、などの反応である。
地球温暖化の影響については本文で詳しく述べるが、イで述べた環境問題の現状が、どういう点で「危機」といえるのかということを考えると、次の2点にまとめられる。

我々は、再生可能な資源を大量に使用し、また、再生不可能な資源の使用量を、遠からず限界に達することを認識しつつも、依然として増加させ続けており、持続可能な産出量の限界を超えて過剰消費を続けると、資源基盤それ自体を食いつぶし、自然環境のみならず経済・社会をも不安定化することになること。　

我々は、その変化が引き起こす詳細な影響・結果や、変化をくい止め、回復するための方策について、科学的な知見を必ずしも十分持ち合わせていないにもかかわらず、地球全体の気候、豊かな生態系、人体をとりまく環境などのような極めて巨大で複雑かつ精緻な構造を持つものに対し、それぞれ、地球温暖化、自然環境の大規模な改変、環境の保全上の支障を生じさせるおそれのある多種多様な化学物質の環境への放出などの人為的な作用によって、急激で不可逆的な変化をもたらしていること。
（２）危機と対策の遅れの国内の背景
　環境がこのような危機的な状況にあるにも関わらず、上述で構造変化に対する対応の遅れや、前項で述べた環境危機の現状に対する環境保全活動の反応の鈍さはなぜ生ずるのだろうか。その我が国における原因を、情報・知識の伝達・理解の問題、不確実性が存在する中での対策の問題、意識と行動のギャップの問題の3つに分けて、検討していきたい。
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